
                  ～ 地域に恩返しを ～ 

昔、私が春江西小学校のＰＴＡ役員をしていた頃、当時、県内で活躍するブラスバンドの生演奏をど

うしても子どもたちに聴かせたくて、会場だった春江西公民館（現在はコミュニティセンター）へ打

ち合わせに伺ったときでした。とある関係者の方と打ち合わせのなかで「細川さん、お互いに 40代

を超えたら地域にお返しすることを考えないとね」 この言葉が地域に恩返しできる福祉委員として

私の背中を押してくれています。その方が今年１月に静かに旅立たれ 2月には奥様も・・・。 

大切なことをたくさん教えていただきありがとうございました。心からご冥福をお祈りします。 

 

春江町西太郎丸区 福祉委員  細川 保子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春江町○○区 福祉委員  ○○ ○○ 
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『なんかやってま～す』は あなたの地域で活動する福祉委員に関する情報紙です 

紙 

福祉委員活動情報紙 

～本情報紙は市民のみなさまへ福祉委員活動を広く周知したいため区内班回覧でご覧いただいております～ 

        ～ 大雪に直面して ～ 

今回の大雪に直面して、区内の見守り等も気にかかりましたが、我 

が家の除雪と仕事に手いっぱいで、極々近所のお宅しか気にかける 

ことができませんでした。また、仕事上で高齢者の方と接したとき 

も「食料や灯油がなくなってきている」と心細く話すのを聞いてあ 

げることはできても具体的なことは何もしてあげられないというこ 

ともありました。自分の無力さと雪に対する恐怖を感じた今回の大 

雪でした。                      

三国町内  福祉委員  匿 名 

           ～ 災い転じて福 となす！！ ～ 

今年は 56豪雪以来の大雪でした。娘が心配して実家である私の家へ訪ねて来ました。そのときの話

です。娘は市内の集合マンションに住んでいます。この豪雪でマンションの駐車場を確保するために

マンションの住人全員で除雪したそうです。集まった住人はそれまで顔見知りでない男、女、大人、

子どもが続々と。結果、全員の結束と協力できれいな駐車場になったのですが、そこに新たな人々の

交流が生まれたそうです。作業の終わり頃、誰かの差し入れでおにぎりとお茶が配られ、娘も心があ

ったかくなったそうです。わたしも地域の絆、交流の大切さを再確認させられた話でした。 

 

 坂井町東区 福祉委員  本家 秀幸 

ある日の様子 

ここで一言 

きいてきたざ－ 
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～ 大雪で生まれた地域の絆 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なんかやってま～す」は 坂井市社協ホームページでもご覧いただけます。http://www.sakaicityshakyo.jp/ 

連絡先 
   
坂井市社会福祉協議会      
みくに支部  ＴＥＬ：82-1170  

ＦＡＸ：82-1593 

まるおか支部 ＴＥＬ：68-5060 

ＦＡＸ：67-2950 

はるえ支部  ＴＥＬ：51-4545 

  ＦＡＸ：51-6269    

さかい支部  ＴＥＬ：67-0699 

（本 部）  ＦＡＸ：67-2807 

＜編集後記＞  

私の地区でも 2ｍ以上の降雪。地区が孤立するなか

一人暮らし高齢者の安否が気になり、かたっぱしか

ら電話。「今は大丈夫」との声に安堵する一方で安

否が確認できない人は家族へ連絡しました。それで

も確認できない人は、雪を掻き分けながら自宅へ訪

問。「こんな雪のなか来てくれたんか！おおきんの

ぅ」との笑顔にホッとしました。福祉委員の仕事が

何かできたような気がしました。 
 

 

 

丸岡町山口区 福祉委員  大蔵 富男 

嶺北を中心に『56 豪雪』以来、37 年ぶりの記録的な積雪となったこのたびの大雪では、

わたしたちのくらしに大きな影響を与えた一方で、住民みなさんをはじめ区長さんや民生

委員さん、福祉委員さんらを柱に地域全体の助け合いによって高齢者や障がい者の生活を

支えることができました。今回はその一部をご紹介します。 

くらしの困りごとや悩みごとはお近くの福祉委員または坂井市社会福祉協議会まで気軽にご連絡ください。 

除雪ができない 

除雪することができない高齢者や障がい者

の世帯では、ご近所さんらで協力し合い玄

関先や軒下を除雪。 

 

ケース 1 
外出できない 

自宅前は積雪で自動車も出せず歩くこ

ともできない状況のなかで、住民が一致

団結で除雪された主要道路までを除雪。 

ケース 2 

エアコンが効かない 

原因がわからない高齢者の世帯で多かった

ケース。ご近所さんが雪で埋もれた室外機の

周辺を除雪。 

ケース 5 

地域の絆は一朝一夕につくれるものでありません。今回の災害をきっかけに気

軽に周囲の人たちに助けを求めることができ、また周囲から助けを求められた

らすぐに手が差し伸べられる関係性が地域の絆となります。 

買物に行けない 

『外出できない＝買物に行けない』 

お隣さんが声を掛け買物を代行。晩ご飯を 

“おすそわけ” する場面も。 

ケース 3 
灯油が運べない 

「ストーブの灯油がないのに雪で貯油タ

ンクの灯油を運べない (>_<) 」 

お隣さんが夫婦で除雪。 

ケース 4 

一人ぐらしに不安 

「この先も降り続けたら・・・一人だし

どうしよう」不安な方へ区長さん、民

生委員さん、福祉委員さんが連携し合

って声掛け。 

ケース 6 


